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要約
学校生活を送るなかで、高津高校の周辺に寺院が多いことに興味を持ち、調べることにした。調べた結果、

高津高校のある上町台地はかつて大坂城の城下町であることがわかった。さらに、寺院の宗派の違いに焦点

をあて、宗派が寺院の分布に何かしらの影響を与えるのかをテーマにすることとした。そこで寺院の宗派を調

べ、オリジナルの地図を作成。そして、全ての宗派の寺院は天王寺区内に満遍なく広がっていると仮説を立

てた。実際に研究を進め地図を制作すると、寺院の宗派によって点在しているか密集しているかが異なって

いることが読み取れた。そこから、寺院の分布は宗派によると考えた。今後、機会があれば城下町の母数を増

やし、様々な切り口から追加研究を行い、深く考察していきたい。

１．はじめに
日々通学するなかで、高津高校は坂の上にあることを感じさせられる。そこから、高津高校周辺の地理につ

いて興味を持った。調べてみると高津高校は上町台地に位置し、大坂城の城下町にあることがわかった。さら

に同じく大坂城の城下町である天王寺区に寺院が多いことが地図から読み取れた。城下町に寺院が多いの

は、城の防衛という面で大きな意味があったためである。寺院は、境内の藁葺の建物が頑丈であり、石垣や土

塀で囲まれていたため、有事の際には砦としての役割を果たしていた。城下町に寺院が多い理由を理解した

後、それぞれの宗派を対象とし、隣接した寺院は全て統一されたものなのか、もしくは様々な宗派が集まったも

のなのかということに疑問を持った。そこで、同一の宗派の寺院が近くにあると檀家の取り合いになり、また大坂

城を防衛する際に攻める側がどの宗派を信仰していたとしても、様々な宗派が満遍なく広がっていれば抵抗

感を覚えるのではないかとの想定から、天王寺区の寺院の宗派、全ての宗派が満遍なく広がっているという仮

説を立て、天王寺区の寺院の宗派について調査し、天王寺区内の寺院の地図を作成した。

２．研究手法
大阪市天王寺区を研究の対象とし、Mapion都道府県から寺院の位置を調べ、それぞれの寺院の宗派を調

査する。本研究における宗派とは、令和二年版文化庁宗教年鑑に示されている法相宗、天台宗、浄土宗、臨

済宗、日蓮宗、華厳宗、真言宗、浄土真宗、曹洞宗の13宗派に和宗を含めた14宗派である。また、白地図は

白地図専門店のものを利用し、地図作成にはIbisPaintXを使用した。

３．結果
図１は天王寺区の白地図をもとにして作成した地

図であり、図２は宗派の色分け図である。四天王寺

内にも和宗の寺院があったが、１つ１つ数えると総数

に不公平さが発生し、また地図を作るうえでして区的

に分かりづらかったため、四天王寺という１つの寺院

として数えることとした。

結果は、最も数が多かったのは浄土宗の寺院で

あった。また、浄土宗の寺院は比較的固まって存在

しているのに対し、真言宗の寺院は天王寺区各地に

点在していた。

４．考察
　今回作成した地図から、密集している寺院と点在

している寺院があることが読み取れた。同一の宗派

の寺院が近くにあると檀家の取り合いになること、ま

た大坂城を防衛する際に攻める側がどの宗派を信

仰していたとしても、様々な宗派が満遍なく広がっていれば抵抗感を覚えるのではないかとの想定から、仮説



は各宗派が天王寺区全域に点在しているとしたため、仮説は覆された。そこから、何故点在している寺院と密

集している寺院があるのか、理由を考察していく。今回は、特徴が顕著に現れた浄土宗と真言宗の寺院につ

いて考察した。

浄土宗の寺院が密接している理由として、寺院運営には檀家等の人と人との繋がりを必要とすることから、

同宗派の寺院であっても近くにあると考えた。また、真言宗の寺院が点在している理由としては、真言宗寺院

では天王寺区の最北端に興徳寺があり、天王寺区の真言宗派の寺院としては最も面積が広く、また開創年が

729年～749年と最古であったため、興徳寺から枝分かれしていったのではないかと考えた。

５．結論
本研究において、天王寺区の寺院は戦略的観点や、１つの寺院の存続を目的とするという考えから点在し

ているのではないかという仮説に至ったが、実際に地図を作成し読み取ってみると、点在している宗派、密集

している宗派の両方があったため、全ての寺院が仮説通りだとは一概に言えなかった。

今回の研究では大坂城の城下町のみの調査だったので、規則性をとらえることが困難であった。本研究を

通して研究を行う前以上に興味をもったので、次の機会があれば調査する城下町の数を増やし、各寺院の成

り立ちも調べるなどして、さらに深い考察に努めていきたい。
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